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-北広島団地内小学校の新たな適正配置住民説明会

と き 平成 19 年 8 月 24 日（金）

ところ 緑陽小学校 体育館

じかん 19：00～20：20

参加者 15 名

事務局 教育長 白崎 三千年

管理部長 小菅 敏博

主査 川合 隆典

主事 木村 洋一郎

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

■ 開 会 19：00～ 進行司会 小菅部長

■ 教育長挨拶 19：00～19：10

北広島市立小学校の適正規模の答申の経過説明及び本日の説明会の主旨説明

■ 適正規模に関する中間答申の説明 19：10～19：30

川合主査から、パワーポイントを使用し、別紙資料により説明

■ 参加者からの意見、質問 19：30～20：20

事務局 それではこれから質疑応答に入らせて頂きます。服部

住 民 来年娘が入学するのですが、手元の資料を見ますと丁度 40 人です。当然 1 クラス

になると思いますが、その後中学校の統合は考えていないようなので、そのままの

人数でいくと考えた場合、クラス替えなしで 8 年間通うことになります。何か問題

があったときの逃げ道をつくるための適正配置であり、統合だと最初の説明で聞い

たのですが、これでは娘に統合をして、1 クラスのまま中学校 3 年生まで我慢しなさ

いとは言い辛い面があります。他市町村の適正配置のホームページを見たのですが、

旭川市も江別市も小学校と中学校を同時に統合ということで、話し合いを進めてい

ますし、ホームページ上でご両親の方から、期間を決めてメールでの質問やご意見

を募集しているのです。旭川市に関しては、質問に関して全て集計して、お答えを

返してホームページ上に載せています。小学校の統合しか考えていないというのは、

時代に乗っていない。もたないのが分かっているのにこのままもたせて、2 回の統合

を経験させないから、1 クラスで我慢してということなのかと思うと、悲しいです。

小学校と中学校の統合を一緒に考えて欲しいですし、何かあったときの逃げ道もつ

くって欲しい。通学範囲が広くなるということは、覚悟の上です。他の市町村でも

そうしているのであれば、北広島市ではこのように考えていますと、外部に発信し
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ていただいた方が、若い世代の方がこちらに住もうと考えるのではないか。

事務局 40 人というお話でしたが、もう 1 人増えますと、いまの基準でいけば 2 学級にな

るという状況です。小中学校同時にというお話でありましたが、北広島市の場合に

は、大曲東小学校では 1 校で 770～780 人おります。人口が 3 万 8,700 人くらいの昭

和 58 年当時に、団地の場合は 2,680 人いたのが、いまは人口 6 万 1,000 人を超えて

いますが、4 校を合わせても 740～750 人という状況です。このように人口は増えて

いるのですが、市内でも地域によって子どもの数のばらつきがあります。この少子

化は北広島市だけではなく、全国的な問題になっております。市の方でも少子化等

の施策にも取り組んでいますが、地域によって格差があるという状況から、教育委

員会として通学区域審議会に、本来学校の規模というのはどうあるべきかを審議し

ていただきました。その中でとくに北広島団地の場合、小学校が著しい減少をして

います。また中学校の場合には、進学の問題など、小学校とは違う課題がいろいろ

あります。そういう状況の中から、まず小学校の適正規模と配置について、どうあ

るべきかを検討して、それについて取り組む方向が示されたということで、いま説

明会をさせていただいている状況であります。その辺については、けして中学校を

置き去りにしたり、蔑ろにしたわけではありません。あれもこれもというわけには

いきませんので、いの一番に取り組まなければならないのは、団地の中の小学校の

適正規模配置ということで、8 月 1 日から説明会に入らせていただいております。小

学校の子どもが減りますから、将来的には中学校の子どもも減っていくことが考え

られますが、今は小学校の課題について取り組んでおります。そういう経過がある

ものですから、北広島市の場合には小学校と中学校は一緒に取り組んでいません。

事務局 言われるように、40 人学級はと思っています。これは 5 月 1 日現在の住民票の台

帳ですので、その後どうなっているかは、調べてみなければならないのですが、出

来れば 2 クラスになって欲しいということで、いろいろ考えなければならないとは

思っています。

住 民 いまの質問と似ているのですが、うちも来年入学で、北広島市に引っ越してきた

のは、小規模の学校で、目が行き届いているということで来ました。来年度は 40 人

ということで、統合はしたけれども複数学級になるわけではなく、結局何のメリッ

トがあるのかと思ってしまう。教育委員会ではできるだけ 1 年生については、41 人

にならなくても、2 クラスを強く押していくという姿勢をとられていくのか、それと

もそこまで強く働きかけるつもりはないのか、姿勢をお聞きします。

もう 1 点は、この統合は来年度からなる予定なのでしょうか。それともまだ年数

は決まっていないけれども、数年後を目途にということなのでしょうか。
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事務局 現在文部科学省では、1 学級の子どもの数が決められております。先ほどお話があ

りましたように、71 人以上になりますと、35 人で 1 学級編成ということで、小学校

1～2 年生と中学校 1 年生について、北海道では試行的に取り組んでいる状況であり

ますが、それ以外の場合には、基本的には 40 人までを 1 学級としております。その

中で対応していただくことになると思いますが、子どもが多いということになりま

すので、クラス編成の中では、例えば班編成などで工夫をして対応してもらってい

ます。

教育長 40 人学級ということで教職員の数が決まってきますが、複数の教員が 1 クラスに

入るという、国の少人数加配制度というものがあります。学校の状態・実態・希望

でその事業の形態は変わってきますが、現在緑陽小学校では普通の定数に 1 名上乗

せして配置されています。いまお話を聞いていて考えることは、低学年の複数教職

員による指導形態は、集中的に低学年で可能かと思いますし、いま北広島市では、

授業補助員制度に取り組んでいます。これはとくに小学校 1 年生や中学校 1 年生な

どで実践されていますが、いきなり集団が大きくなったときに、1 人の先生が指示し

たことに対して、一斉に取り組むというのは難しいです。その難しい題材や単元を

皆と一緒にやれない子どもさんについては、フォロー等をする制度です。こちらを

導入し、これから拡大に向けて取り組んでいきたいと考えておりますし、教員を目

指す大学生などが、ボランティアで学校の経験をするということで、授業補助員制

度の一員として実際に活動している場面もあります。国で定めている定数というの

は、給与上の関係で難しいのですが、市町村ごと、また道で指導方法の改善という

ことで、工夫していくことを拡大しておりますので、そちらも頭に入れていただけ

たらありがたいと思います。

事務局 2 点目のいつからかというお話ですが、4 校区の保護者の皆さま、地域の皆さま、

未就学児をお持ちの保護者の皆さまということで、1 回目の説明会を行ってきており、

本日が 10 回目であります。同じような説明をさせていただいておりますが、教育環

境の整備ということで、直接いろいろとご意見やご質問をいただき、直接お答えす

るということで進めております。その中で一定のご理解をいただき、次のステップ

にいけるということになりましたら、その中である程度具体的なスケジュールも出

てくるかと思います。果たして交流をして、スムーズに 2 校の子ども達が一緒にな

っていけるのだろうかということは、気になることかと思いますので、スムーズに

いくように交流事業を考えるとか、それぞれの学校に委員会的なものを設けまして、

そこで両校の良いところを取り入れ、新たな学校をつくっていくために、具体的な

ものを積み上げていっていただくような流れになるかと思います。現時点でいきま
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すと、教育環境の整備ということになりますので、まずご理解をいただきたいとい

うことで、説明会をさせていただいております。その辺の経過を踏まえて、私ども

も話がスムーズに進んだ暁には、ぜひ説明させていただきたいと思います。

住 民 中央通の横断の件ですが、輪厚パーキングエリアの開発が入って、ＥＴＣの専用

出口の話が報道されています。それに伴い団地内の交通量が増える可能性があると

いうことで、この辺の住区の自治会で話し合いが行われてきているということです。

そうなってから信号機の設置をどうするというよりも、いまの段階で中央通のセイ

コーマートの前は、若葉小学校の生徒などが通っていますが、あそこは車が何も確

認せずに出て来ます。また横断歩道では普通歩行者を見かけた場合、運転手は止ま

らなければならない義務があるのですが、止まる車は皆無です。かなり危険で、気

にしているお母さん方が、あそこまで子どもを迎えに行ったり、住民センターの方

が、出来れば迎えにきてくださいと言っているのです。わたしも何回か警察に電話

はしています。片側 2 車線ありますので、危険だと言ったのですが、警察としても

市ならびに自治会の方から要望が上がらないと難しい。死亡事故が起こってから付

けるような事態になるのではないかという質問に対しても、そうならざるを得ない

という感じのお答えを貰っています。毎年要望は上げていますが、予算がないので

ということで、要望としてあげておきますと、警察では言ってくださっています。

今回はどちらになっても、挟んで通学することになります。信号機の設置というこ

とで、警察署に対して何らかの動きはされるのか。

事務局 通学上の安全確保の問題というのは、今まで説明会をしてきた中で、たくさんの

ご意見や要望をいただいております。私どもも登下校の安全確保については、考え

なければならないと思っていますので、お話を十分に受け止めて、関係部署の方に

も話をしますし、少なくともいろいろなかたちで、要望について取り組んでいくよ

うに話をしていきます。

住 民 緑陽小学校と高台小学校の児童に対して使える予算というものは、何か決まりが

あるのか。例えば統合した場合に、学校の設備とか授業の内容も予算で動くと思い

ますが、そういう面で充実できるものはあるのか。

事務局 校舎の日常的な修繕については、必要に応じてやってきております。統合された

ら予算が別立てになるのかというお話ですが、基本的には市全体の予算の中で、各

学校で日常的に使う紙や電気代を含めて、全体の予算の中で維持管理をしておりま

す。一緒になったから特別に何かということについては、いまの時点でははっきり

としません。いずれにしても一緒になった時点で、必要なものが出てくる可能性は
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ありますので、そういうものについては、私どもも十分考えていかなければならな

いと思っています。具体的なものを申し上げられる状況にはありません。

住 民 緑陽プールの扱いや、スキー授業で公園を使ったりしていますが、統合になった

場合は、どのように変わるのか。

事務局 高台小学校のプール学習は、白樺プールを利用しております。

スキーにつきましては、学校の校舎とグラウンドに若干高低差がありますので、

そこを利用してスロープを作ります。それから大きなチューブを持っていますので、

そういうものを使って、冬は校庭で体育の授業を出来るような環境にしております。

住 民 1 学級の人数の件に戻るのですが、市教育委員会独自に先生方の採用を増やして、

高学年になっても 35 人のラインをキープする等の取り組みというのは、考えている

のか。補助員制度ではなく、正規の職員を採るということは検討されないのか。

事務局 側面的な学級運営の関係で、教育長からお話をさせていただきましたが、先生の

人件費を含めて、基本的には国と道で負担するという考え方でやっています。北広

島市で特別な措置ということになりますと、全市的な考え方の中で対応するという

ことになりますので、相当な経費が必要になってくると思います。基本的に市独自

で先生を配置するというのは、難しいかと考えております。ただ、側面的に子ども

達の負担を軽減するために、いろいろな対応方法は考えていく必要があると考えて

おります。

住 民 いまの点に関してなのですが、低学年でも 35 人というと、子ども達も先生も大変

かと思います。20 人台でも、どうにか 1 人 1 人に目を配っていただけるといった感

じです。北海道と国とでということなら、市の方で側面的な手を打たれつつも、ぜ

ひ先生方を増やすような働きかけをして欲しい。

入学前の説明会ということですが、遅れてきたのでもし説明されていたら申し訳

ないのですが、現在緑陽小学校・高台小学校にそれぞれ通っていて、統合後も在学

する生徒達に、どのような説明をされて、子ども達の意見はどのように汲み上げて

いくのか。

事務局 少子化が進んでいるということと、それから公平・公正に審議会の中で議論され、

その答申を受けまして、教育委員会会議の中でもいろいろ議論がされました。現地

調査を行いながら、方向付けされたということがありますので、私どもとしてはそ

ういうことを重く受け止めて、説明会に臨んでおります。
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住 民 大人はそれで状況は分からなくはないが、例えば今の緑陽小学校の 1 年生達は、

このまま緑陽小学校で卒業が必ず出来るという訳ではないということですよね。

事務局 子どもの考えはということですが、教育環境の整備というものは、基本的に教育

行政を司る私どもが行う役割だと考えていますので、私どもが考え、方向付けをし

てもらい、それが一番適切な方向付けかということで、説明会を行っております。

住 民 教育行政が仕事だということは分かるのですが、例えば文部科学省や北海道教育

委員会の子どもの権利条約のパンフレットには、子ども達には意見表明権があるの

ですと書かれています。学校が変わるという大事なときです。学校の先生は苦労を

されて説明されるかと思いますが、子ども達の意見に振り回されるということを言

っているわけではなく、上手にそこは汲み取りながら、やっていく必要があるかと

思う。そうしないと、配っていた子どもの権利条約のパンフレットは、いったい何

だったのだということになります。お願いですが、現場の先生方に子ども達の対応

を任せられるだけではなくて、これがモデルになるのだという北広島のかたち、子

どもの権利条約の面から見ても、上手に丁寧に統合のことを使ったというような取

り組みを教育委員会でしていただけたらと思います。

教育長 どの場面で子どもさんの汲みながら統合を進めていくかということは、重要な問

題だと思っております。教育環境を整えるという観点から、大人を中心にしながら

説明会をして、理解をいただいております。その方向がある程度見えた段階で、そ

れぞれの学校に統合の協議会を設置して、検討に入っていきます。お話がありまし

たように、子供さんたちは特に不安になります。実際に子ども達が一緒に生活する

わけですから、統合の方向が見えた段階で、子どもさん達にも学校の決まりをどう

したら良いか、児童会活動が多くなるから、係活動をどうしていったら良いかとか、

あるいは児童会の体制をどうつくったらいいのか等考えていただきたい。実際学校

行事などでは、運動会や学芸会や音楽発表会等に向けて、子どもの意向を汲み取り

ながら実際に教育活動をつくっていっています。今度は合同の交流事業や実際の活

動を通しながら、共につくり上げていくということを考えて、教育課程をある程度

先生方で編成していただき、それからそういう取り組みをしていくのが、絶対に必

要だとわたしは思っていますので、よろしくお願いしたいと思います。

住 民 丁寧にお願いしたいと思います。

住 民 在校生の保護者説明会も出ていますので 2 回目ですが、はっきりと言わせてもら
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います。前回の緑陽小学校の説明会では、お母さん方はほぼ反対でした。統合して

もいい事はないのではないかという話です。2 クラスに増える学年もあるかもしれな

いが、中学校もそのまま 2 クラスだったら、結果的に何も変わらないのではないか。

固定された人間関係が 9 年間続くくらいなら、統合しない方がましだと思います。

ここの統合は通学区域が広くなって、お友達の家も遠くなる。頑張ってねというだ

けで、統合した後のメリットがないと思います。お母さん方が一番不安なのが、中

学校まで 2 クラスでいく、もしくは 1 クラスでいく固定された人間関係と、いまは

中学校において部活動がかなり廃止されています。教職員の数が足りているとは思

えません。どちらかというと、小学校より先に中学校について取り組んで欲しい。

子ども達が部活動も出来ない。小学校はまだもっているけれども、中学校はもたな

いという意見を再三聞かされまして、今日行くなら言って欲しい。緑陽小学校はそ

ういう意味で反対をしているんだということです。教育委員会から、きちんとした

未来への展望が開けるようなことが聞かれない限り、賛成は出来かねます。どの程

度で理解を得られたと判断されるのかも分からないし、都合のいいことだけとられ

てしまうと言われてきました。それについてどうお考えでしょうか。

事務局 それぞれ小学校・中学校で状況は違う話は、先ほどさせていただきました。そう

いうご意見もあるとは思いますが、逆に進学・進路の問題を懸念される保護者の皆

さんもいると、我々の方では聞いています。小学校も中学校もということで言いま

すと、そういう方向付けがされていたなら、そういった状況もあったのかもしれま

せんが、まずは小学校についての適正規模と配置の整理がされて、その上で中学校

についても検討を進めるという方向付けがされておりますので、そういう方向で私

たちは進めていきたいと考えております。

住 民 いろいろな課題がある中で、いつ統合になるのかということは置いておきながら、

今後の児童数の推移を見たときに、例えば平成 24 年でいうと、高台小学校が 8 人、

緑陽小学校が 12 人ということで、8 人で 6 年間を過ごすのかと考えたときに、どこ

かのタイミングでの統合は、やむを得ないのかと考えております。ただ、先ほどか

らも話が出ておりますが、来年入学する子ども達は 40 人ということで、北海道の少

人数 35 人は 71 人以上ですから、2 クラス以上のところが 35 人以上でという話にな

ります。71 人以上の学年というのは、35 人から外れても、必ずクラス替えがある。

それに該当しない 36 人以上で 1 クラスのところは、ずっと同じクラスで 6 年間いく

ということですよね。これは財政の問題もありますから、非常に厳しいと思います

し、36 人以上のクラスは全道にたくさんあると思いますが、そういうことが可能と

ならないのか、要望としてあります。それを心配する１つは、人間関係の固定化が

懸念されます。６年間ずっと同じ子ども達と同じクラスでいくのは、いいことも弊
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害もある中で、１～２年生が 36 人以上で増えるのであれば、少なくとも 1～2 年生

は 2 クラスで、3 年生でクラス替えをして、多少人間関係が変わるということが可能

であればいいと考えているところがあります。ここは市教育委員会だけの判断で出

来るものではないと思いますので、要望として聞いていただきたい。

中学校については、今日は小学校の適正配置なので深くは言いませんが、中学校

も非常に大きな問題だと、市教育委員会も考えているところだと思います。地域住

民も考えておりますし、わたしは緑陽中学校の野球部やサッカー部の子どもが、新

人戦には出られない状況でも、夏休み中も頑張っている姿を見たときに、かわいそ

うだと思います。広葉中学校のサッカー部は、西の里中学校と合同でやっていると

いう話も聞きますし、頑張っている姿がどこかで報われ、発揮できる場というもの

をつくってあげる必要があるのではないかと、話はそれますが思います。

住 民 新入学児童数は平成 25 年には 8 人・11 人ということで、これは単純に少子化だけ

の数字だけではないのかと思います。市全体を見ても、大曲方面では子ども達の数

も多いところもありますが、団地地区にどうやって小学生・中学生がいるような家

庭の人に住んでもらうとか、まちづくりとも関わっているのだと思います。市教育

委員会が学校をどうするかというのは、大事な仕事だと思いますが、まちづくりの

プランとあわせて示していただかないと、結局平成 25 年になったらまた統廃合の話

が出るとか、団地の中で中学校が 1 つ、小学校が 1 つという時代が来るということ

になってしまいます。教育委員会だけの話ではないので、難しいことだと思います

が、市全体として団地地区をどうするのかということをこれからの説明会の中で示

していただいた方が、展望が見えてくるのかと思います。

事務局 いまのご意見は、もっともなお話だと思います。人口は年間 300～500 人くらい増

えておりますが、なかなか子どもの数は増えない。大曲東小学校周辺の住宅地も大

分埋まってきまして、これらを推計してみますと、こちらの小学校も子どもの数は

頭打ちで、これから減ってくる状況です。全体数が減ってきております。皆さまも

見られたかもしれませんが、札幌市でも子どもの数が減って、北広島以上に大掛か

りに学校の見直しが始まっています。それぞれのまちで、少子化の問題や人口を増

やすための取り組みをやっていますが、なかなか増えていく状況にはないというの

が現状であります。いろいろな取り組みはしているのですが、いずれにしてもいま

のお話は、担当部局にも強い要望があったということで、話をしておきます。

住 民 素朴な疑問ですが、統廃合を進めるにあたって、他に小樽市や室蘭市も始めてい

ますよね。お互いに情報交換などはしないのか。
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事務局 参考にする場合、また我々が参考にされる場合はないとはいえませんが、それぞ

れのまちによって、統廃合に向かわなければならない環境が相当違います。小樽市

さんではこれまでも統廃合をしてきていますし、今も行っている学校があると聞い

ております。私どもの方では、人口が増える地域で子どもの数が増えていますが、

これからは減ってくるという状況があります。北広島団地はとくに頭打ちで、どん

どん減ってきている。これから先を見込んでも、まだ減っていく状況にありますこ

とから、北広島市として小学校の適正配置はどうあるべきかということで、審議会

に諮問をいたしました。そこで公平・公正に議論していただいたという経過があり

ます。小樽市さんの状況は、若干の把握はしております。全国的な少子化により、

やむにやまれぬ財政的なもので、統合を考えている自治体もあります。ただ北広島

市の場合は財政的なものではなく、いまそういう環境整備をしないと、どんどん減

っていくという状況がありますので、環境を整えたいということで取り組んでいる

状況であります。

事務局 何かございませんか。21 時ころまでという話はしておりましたが、もしご意見・

ご質問がなければ、この辺で終わらせていただきたいと思います。今までの経過の

中では、またしかるべきときに、2 回目の説明会を開催していくことになりますので、

そういう方向で進めさせていただきたいと思っていますが、いかがでしょうか。

住 民 何点かお話をさせてもらって、1 つは中学校のことを考えた方がいいのではという

こととか、個人的に言えば統合は悪いお話ではないと思っていますが、ここに来ら

れた方は初めて聞かれる方も、結構いらっしゃると思います。いろいろお話があっ

たと思いますが、納得していただけるようなことで、何か検討されたのでしょうか。

事務局 今日で 1 回目の説明会の 10 カ所目で最後です。お答えできなかったものは、10

回の中であります。それは宿題として持ち帰らせていただいておりますし、次回の

説明会でお話をするということで来ております。

中学校についてのお話は、先ほど答えさせていただいております。いずれにして

も各会場で、保護者の方・地域の方・未就学児童の保護者の方ということで、説明

会を行っていますし、基本的に同じ内容の説明をさせていただいております。

住 民 2 回目の時には、宿題事項を検討いただき、それに対する改善提案をいただけると

いうことですか。

事務局 宿題として持ち帰っているものは、お答えをします。直ぐにお答えできない大き

な課題だとすれば、どういう状況下かということは、お話できると思います。当然



10

はい・いいえではお答えできないものもありますので、それはご理解をいただきた

いと思います。

住 民 分かりました。

事務局 若干早いですが、今日はこの辺でお開きにさせていただきたいと思います。次回

の説明会は、どういうかたちでいつ頃という明確なお話は出来ませんが、できれば

10～11 月にかけて 2 回目の説明会を開催していきたいと考えています。他の会場で

も要望として、2 週間くらい前にお知らせをいただきたいというお話がありましたの

で、開催前にお知らせをしていきたいと考えておりますが、よろしいでしょうか。

よろしければ、そうさせていただきます。それから今回はホームページを通じてか、

幼稚園・保育園で広くお知らせしたいと思いますが、いろいろ制約もあるものです

から、今回と同じようなかたちでお知らせをしていきたいと思いますので、よろし

くご理解の程をお願いいたします。

住 民 平日のこの時間ですか。

事務局 皆さんのお考えに沿って行いますが、他の会場では平日の 19 時ころという要望が

強かったのと、1 カ所平日の日中という要望もあったかと思いますが、いかがですか。

住 民 たくさん来ていただいた方がいいので、土曜の方がよいのでは。

事務局 そういうご意見もありますが、いかがでしょうか。土曜がいいということでしょ

うか。

住 民 どちらでもいいです。

事務局 平日であれば、大きく分けて午前中か午後か夕方かということがありますが、ど

うでしょうか。

住 民 1 日 2 回とか、複数回はどうか。

住 民 今日は就学前児童の保護者を対象ですが、説明は他とほとんど変わらないのです

よね。

事務局 1 回目の説明は、教育委員会の基本的な方向付けに至る経過について、出来るだけ
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詳しく説明しております。そうかといって、1 時間も 2 時間も説明だけをしますと、

間延びをしてしまい焦点がぼけたりしますので、20～25 分の間で説明をさせていた

だき、その後、1～1 時間半くらいの質疑時間をとらせていただくということで、開

催をしております。2 回目については、どのように行うのかという内容の検討もしな

ければなりませんが、それぞれの地域で出ている話題は、違うものもあったりしま

す。ここの地区でいいますと、保護者と地域と就学前児童の保護者ということで、1

回目は少しでも細かく、それぞれの立場の皆さんにお聞きいただきたいということ

で、同じ内容の説明を用意させていただきました。2 回目以降は、そうして欲しいと

いうことであれば、予定をさせていただきますし、1 回でいい、2 回でいいというこ

とであれば、その辺を確定するわけにはいかないかもしれませんが、検討させてい

ただきたいと思います。

住 民 地域・保護者・未就学児童の保護者も、皆さんで一緒に考え、いろいろな立場の

声を聞いてみたいと思いますので、一斉に会して、それも 2 パターンで平日の夜と

土日ということではどうか。

事務局 折衷案的なご意見がありましたが、いかがですか。

住 民 はい。

事務局 そういう方向で検討させていただきます。次回は 10～11 月の予定をさせていただ

きますが、日付の方は日程を整理しませんといけませんので、この場ではお約束出

来ませんが、よろしくお願いいたします。

今日の説明会はこれで終わらせていただきます。長時間に渡り、遅くまでありが

とうございました。

（注）発言を要約したものであり､発言すべてを記述したものではありません。


